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≪資料紹介≫ 森政三コレクション 首里城関連史跡図面 

 

                               上江洲安亨＊1 

 

Ⅰ．はじめに 

 

 森政三コレクションから、昨年の円覚寺図面に引き続き、今回は、首里城内を中心と

した関連史跡の図面を紹介する。 

 

Ⅱ．首里城関連史跡の図面 

 

 今回、森政三コレクションの首里城関連史跡の図面六枚について紹介する。それぞれ

の図面には標題と縮尺が記されている。 

 

 図１ ㊁ 首里城歓會門平面圖 上層平面図 縮尺１／２０ 

                下層平面図 縮尺１／２０ 

 図２ ㊃ 首里城南風殿及番所平面圖 縮尺百分ノ一 

 図３ ㊄ 首里城淑順門 縮尺１／２０ 

 図４ ㊅ 首里城白銀門平面圖 縮尺二十分ノ一 

図５ 首里城龍樋平面圖 縮尺二十分ノ一 

 図６ 世持矼平面圖 縮尺二十分ノ一 

 

 過年度紹介した円覚寺図面や、中城御殿古写真等と同じく、森政三が収集した経緯は

不明である*2。コレクション中の図面は、上記の通り、㊁・㊃・㊄・㊅と漢数字の番号

が振られ、㊀・㊂及び㊆以降の図面は残されていない。「首里城龍樋平面圖」・「世持矼

平面圖」には漢数字の番号が振られていない。「世持矼平面圖」は、この図面を青焼で

複写した図面も残されている。森政三コレクションには、首里城正殿である「沖縄神社

拝殿」や、「守礼門」等の青焼の複写図面が多く収集されている。森は、文部省技官で

あったことから、これらの図面を入手できる立場にあり、本稿で紹介する図面も、戦前、

守礼門の修理だけでなく「沖縄神社拝殿」を含めた首里城内外の建造物の修理等の状況

                                                   
1  一般財団法人 沖縄美ら島財団 首里城公園管理部 事業課 副参事 
2 『首里城公園に関する調査研究・普及啓発事業年報』№10（平成 30 年度） 一般財

団法人沖縄美ら島財団 2020 年 3 月 

 『首里城公園に関する調査研究・普及啓発事業年報』№11（平成 31・令和元年度） 

一般財団法人沖縄美ら島財団 2021 年 3 月 
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を情報共有できる立場にあったため収集していたものと思われる。 

 この図面について、田邊泰の『琉球建築』＊３の記述と図面と比較し、一部特徴を紹

介すると、図１の「首里城歓會門平面圖」は、櫓の平面図と寸法が記述されている。下

層の平面図では塼が敷かれたことが図示されている。『琉球建築』には櫓の平面図はな

く、城壁と下層平面図に塼の図示もないが、歓会門の解説に「門口内部床には四半瓦敷

（舗装の瓦の継目を建物と四十五度方向にしたもの）となっている」と記述し、図１の

平面図と一致する。 

 図２の「首里城南風殿及番所平面圖」は、番所・南殿一階だけでなく『琉球建築』に

記録が無い南殿二階の平面図が図示されている。南殿二階は、冊封使歓待時の儀礼マニ

ュアルである『冠舩之時御座構之図』（同治 5（1866）年）の「南風之御殿之圖」に、

南殿二階と思われる簡易な間取図等が残されているが*4、寸法まで記された詳細平面図

は初めて発見されたものと思われる。図２の図面には、二階の広間に違棚と床が図示さ

れている。近世琉球期に編纂された『御書院並南風御殿御床飾』にも南殿の床飾の道具

立が図示されており*5、往時から引き続き残った間取であったようだ。また、襖（襖・

フスマ等と表記）、障子、高窓（高窓・高マド等と表記）、戸の違いが記述され、諸室の

区切りの建築仕様が分かる図面となっている。しかし、番所と南殿一階の間に便所や、

二階に戸袋等の記述があり、近代に改変された箇所の記述もあり、往時と近代以降の建

築空間の時期的な変遷は、今後文献史料や他の図面等との比較検証の必要性がある。 

 図３の「首里城淑順門」は＊６、歓会門と同じく櫓の平面図に寸法が記されている。

図３は、淑順門復元時に櫓の建築仕様を含めて活用された。図４の「首里城白銀門平面

圖」は、石牆が図示され、寸法も記されている。門下には塼があったことが分かる。し

かし、白銀門上部の石彫刻の屋根に関する図面は残されていない。図５の「首里城龍樋

平面圖」も龍樋前の石敷が図示され寸法が記述されている。水槽部分は水色の彩色が施

されている。図６の「世持矼平面圖」は石勾欄が図示され、石勾欄間や角柱の寸法、丸

柱の直径が記述されている。 

本稿では、図面の公開を目的とし、詳細な考察は今後の課題としたいが、寸法の記述

がある歓会門櫓や、南殿・番所の平面図は、今後の首里城跡内の建造物の修理や復興を

考えるうえで貴重な情報となると思われる。 
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図１ ㊁ 首里城歓會門平面圖 

縮尺１/20の上層平面図と下層平面図からなる。 

図２ ㊃ 首里城南風殿及番所平面圖 

縮尺１/100の番所と南風殿（南殿）一・二階の平面図からなる。 

図版 
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図３ ㊄ 首里城淑順門 

縮尺１/20の淑順門の平面図。 

図４ ㊅ 首里城白銀門平面圖 

縮尺１/20の白銀門の平面図。 
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図５ 首里城龍樋平面圖 

縮尺１/20の龍樋の平面図。 

図６ 世持矼平面圖 

縮尺１/20の世持橋の平面図。 

 


